
平成8年7月15日 第43巻　日本公衛誌　第7号 563

在宅要介護老人の介護環境と生命予後との

関連についての追跡的研究

その1　寝床との関連を中心に

上田 照子 橋本美知子 吉田 宗弘

後藤 博文 中園 直樹

　介護環境と生命予後との関連を検討するため，在宅の要介護高齢者115人を対象に，2年間の追跡調査を

行った。

　得られた主な結果は以下のとおりである。

　1.　2年後の生存者は70人，60.9％，死亡者は45人，39.1％であった。

　2.　2年後の転帰を従属変数，被介護者の性，年齢，ADL（Activities of Daily Living）得点，寝床，要介

護の原因疾患，痴呆，介護期間，介護者の性，年齢を独立変数とした多重ロジスティックモデルを用い分析

をおこなった。2年後の転帰と有意な関連の認められた項目は被介護者の年齢，ADL得点，寝床の種類で

あった。

　3.　初回調査時におけるADLは，ベッド群のほうが布団群に比較して，ADLの自立度が低かったにもか

かわらず，ベッド群の生存率は68.0％，布団群47.5％，ベッド群の布団群に対する相対危険度は0.61（95％

信頼区間0.38-0.96）で有意であった。
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